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　織田信長が天正４年（１５７６年）安土に壮大な
城を築いて、対岸の高島の地に天正６年（１５７８
年）大溝城が築かれました。この城は、明智光秀の
設計と伝えられ、琵琶湖とその内湖（現：乙女ヶ池）
を巧みに取り込んでいます。
　城主は織田信澄でしたが、本能寺の変以後、城主
は代わり天正15年から18年にかけて、浅井三姉
妹の次女初の夫である京極高次が城主を務めます。
　現在は、緩やかな傾斜の天守台石垣が残されてい
ます。

　嘉禎３年（１２３７年）宇多天皇の流れをくむ
近江の守護佐々木信綱は、曹洞宗の開祖道元禅師
に一族の供養をお願いし、朽木の上柏に高厳山興
聖寺の建立が進められたとされています。
　朽木氏は、佐々木信綱を元祖とし高信を２代目、
高信の次男頼綱を３代目とし頼綱の三男義綱から
朽木氏を名乗り、その統治は廃藩置県まで続きま
した。
　一方、室町幕府の12代将軍足利義晴、その子
13代義輝は３度にわたり計８年間朽木荘に乱を
避けて滞在しました。その折、将軍の心を癒すた
めに、旧秀隣寺庭園（足利庭園）が造られたとい
われています。
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溝城跡

▲９月下旬には、彼岸花が周囲に咲き乱れます。

▲関西花の寺　第14番（老椿）。
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　今年のＮＨＫ大河ドラマは、滋賀県を舞台に浅井三姉妹の生涯を描いた　今年のＮＨＫ大河ドラマは、滋賀県を舞台に浅井三姉妹の生涯を描いた
『江～姫たちの戦国～』です。高島市は、次女　初が新婚生活を過ごした『江～姫たちの戦国～』です。高島市は、次女　初が新婚生活を過ごした
とされるゆかりの地です。とされるゆかりの地です。
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　大溝城の外堀
の役目を担って
いた乙女ヶ池。

▲

 『江～姫たちの戦国～』
ＮＨＫ大河ドラマ節目の50作目は滋賀が舞台！ＮＨＫ大河ドラマ節目の50作目は滋賀が舞台！
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京極家・朽木家は、
近江の佐々木源氏の
系統です。家紋にも
その流れを見ること
ができます。
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　名門武将、京極高次と結婚。
　高次は初たち三姉妹のいと
こにあたります。関が原の戦
い、大坂の陣では姉の豊臣家
と妹の徳川家に板ばさみにな
りますが、使者となり和平交
渉に奔放します。三姉妹の中
で一番長く生きました。
　享年 66歳。

初
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家系図
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浅井三姉妹

（淀殿）
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（崇源院）
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